
  

【活動計画の主体】  

藤沢市地域福祉活動計画  

【 ダ イ ジ ェ ス ト版 】  

活動計画は、地域福祉に関わる全ての関係者が、それぞ
れの特性を生かして連携しながら様々な活動を進める
ことを目指しています。 
活動項目に関わる関係者は活動主体としてあらわしま
した。 

【 基 本 理 念 】 「共に創り共に生きるまちづくり」 

共に創るまちづくり・・・ 

市民や関係者が互いに協力して、自らの活動で快

適な地域を創っていくことを目指します。 

市民や福祉利用者の実情を踏まえて、多様なニー

ズに対応できる柔軟で創意工夫に満ちた福祉活動が

進められる地域社会づくりを基本として進めます。 

共に生きるまちづくり・・・ 

住民一人ひとりの考え方や状況の違いなどを認め

合い尊重することは、地域で共に生きるための基本で

あり、健全な地域社会を形づくるうえで不可欠なもの

です。市民の誰もが尊厳を尊重されるような地域づく

りを基本として進めます。 

 

１ 一人ひとりの自立した暮らしを住民相互の助
けあいと福祉サービス活動でサポートしよう。 

＊さまざまな活動に関わり、市民の安心を支える 

３つの活動主体をあらわしました。 

２ 暮らしの安全と環境を守る地域の取り組みを
進めよう。 

３ 住民同士のお互いの理解や絆を深め、豊かな
地域生活への取り組みを広げよう。 

４ さまざまな福祉ボランティア活動を広げて、互
いの連携を充実させよう。 

５ 地域福祉を担う人材を育てよう。 
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６ 1から5の目標に向けて、地域福祉の基盤や
体制を充実させよう。 

1 から 5の目標達成に向けて、地域の住民を初め、
社会福祉法人、地域福祉団体、福祉機関など市社会福
祉協議会を含めた全ての関係者が特性と特色を生か
しながら、それぞれの体制や機能を高めつつ相互の協
力と参画を進めていくことが必要です。 

 
誰もが安心して一人ひとりが自立した暮らしをして
いくためには、いつでも必要な相談やサポートが受け
られることが大事なことです。住みなれた地域の中
で、一人ひとりのニーズにあった多様な福祉サービス
の充実に取り組むことが必要です。 

 
暮らしを直接助けあう仕組みや運営を考え、あわせて
災害への備えや犯罪の予防、生活環境を整える活動な
ど、安全に暮らせるまちづくりに向けた地域全体での
取り組みが必要です。 

さまざまな形で地域の福祉活動を進めているボラン
ティア団体が相互の連携と体制を充実しながら、それ
ぞれの活動を広げていくことが必要です。 
ボランティア活動を今後さらに発展させるためには、
ボランティア活動のきっかけづくりや、ボランティア
を育てる研修などにより、計画的にボランティア人材
を育てることが必要です。 

 
身近な生活地域の中で、住民同士がお互いのつながり
と絆を持ちながら、日常の暮らしを地域で協力し支え
あう仕組みや活動を増やしていくことが必要です。 

平成 25年 4月 

藤沢市社会福祉協議会 

地域での福祉活動を的確に進めて行くためには、制度
や基本の知識・技術を持つ人材や活動者を育て増やし
ていくとともに、日常の生活で住民同士が福祉の意識
を深めていく試みや、福祉の学習や教育への取り組み
などを進めていくことが必要です。 

【 ６つの基本目標 】  

市民が安心して暮らせる福祉のまちづくりに向けては、地域社会が抱える生活課題に対して、行政制度のみで

なく住民自身や藤沢市社会福祉協議会や地域福祉関係者・団体が、それぞれの特性を生かし相互に連携しながら解

決に向けた活動を進めていくことが必要です。 

この「地域福祉活動計画」は、地域福祉に関わる全ての関係者のための共有の計画として役立つように、地域

福祉活動の基本目標と具体的目標を設定し、地域福祉の様々な活動が一体として効果的に進められるように意図し

たものです。 

藤沢市地域福祉活動計画【ダイジェスト版】 

発行：社会福祉法人 藤沢市社会福祉協議会  

〒251-8691 神奈川県藤沢市鵠沼東１－１ 玉半ビル３階 
TEL ： ０４６６－５０－３５２５ FAX ： ０４６６－２６－６９７８ 

e-mail ：syakyo1@cityfujisawa.ne.jp  http://www.cityfujisawa.ne.jp/~f-syakyo/ 

共 に 創 り 共 に 生 き る ま ち づ く り を め ざ し て 

平成 25～27年度 



 

【 基 本 目 標 】  
地域福祉を進める基本目標 

【 具 体 的 目 標 】  
個別目標と方向性 

【 活 動 項 目 】  
3 年間の運営指針・行動指針 
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一人ひとりの権利と自立した生活を守るため、住民相互の手助けと、日常生活自立支援事業や成年
後見事業などの福祉サービスの取り組みを広げてサポートをしていきます。 

子育て母子等や遺児・虐待の被害者などの生活相談や生計相談に対応して、緊急貸付けなど
新たな援助を進めます。 

さまざまな生活相談に応じられる窓口を整えて、相談から解決へ確実につながるような関係機
関のネットワーク連携や仕組みづくりを目指します。 

誰でもいつでも福祉サービス内容や利用の相談が受けられるように、さまざまな福祉の機関や場
所でニーズを把握し、サービス利用や案内の情報をわかりやすくお知らせします。 

一人暮らしの高齢者・障がい者や子育て世帯が地域で安全に暮らしていくために、日常の暮ら
しを地域の中で手助けや手伝いをしていく仕組みや活動を目指します。 

災害があった時の生活を支える仕組みや救援活動などについて、行政や福祉の関係者がそれぞ
れの役割を確認しながら、一体として被災者への支援や援助ができるように準備を進めます。 

住みやすく安全な生活環境を目指して、地域の生活環境をよくする自主活動や防犯・防災の見
廻り活動など、安全なまちづくりに向けた活動の取り組みを広げていきます。 

身近な地域の生活課題や福祉問題について、住民の理解と協力のもとに福祉の関係者や行政
が協力して、必要な協議や対応が図れる取り組みや仕組みづくりを目指します。 

地域での住民同士・活動団体同士のつながりや絆を生かした、暮らしの見守りやふれあいなどの
支えあい活動の取り組みを広げていきます。 

高齢者・障がい者・子育て世帯などのそれぞれの活動や団体の交流の拠点や場づくりを目指して
協働で進めていきます。 

住民同士が多世代の交流や地域課題を学ぶ機会などを通じて、住んでいる地域の暮らしへの関
心とお互いの理解やつながりが深まるように取り組みを広げていきます。 

ボランティア活動の知識・技術を学ぶ場や機会を広げて、地域でのボランティア活動につながる
人材を育てていきます。 

ボランティアのニーズの把握や活動状況など情報を取りまとめて、さまざまな福祉ボランティア活
動が効果的に展開することを目指します。 

ボランティア活動をする際の指針として役立つように、ボランティアの基本的な活動・行動のガイド
（案内書）の取りまとめを進めます。 

さまざまな地域福祉ボランティア（団体・個人）活動の連携と相互交流や協力を深め、それぞれの
活動が充実し発展する取り組みを目指します。 

ボランティアセンターや各ボランティア団体との情報交換を進め、ボランティア活動の総合的な体
制と機能を高めていくことを目指します。 

高齢者や障がい者の生活支援ができる専門技術や知識を持つ人材を行政とも連携して計画的
に育て、地域での活動者を増やしていく取り組みを進めていきます。 

家庭内の身近な介助が安全にできるよう、基本的な介護・介助の知識や技術を学ぶ場や機会を
広めていきます。 

福祉を学ぶ教材や資料を整えて、さまざまな場での学習や体験を通じた確かな福祉意識が育つ
ように協力と支援を進めていきます。 

地域社会での福祉意識や理解に向けて、一人ひとりの多様な暮らしを尊重しあい共感しあう福
祉の意識が全体で育つような地域社会づくりを目指します。 

地域での新たな福祉活動や取り組みを目指して、地域の住民や地区社会福祉協議会など地域
活動団体との連携協力のもと、情報の相互交換や協議を進めていきます。 

必要とされる福祉のサービス事業・活動について、住民・福祉関係者・活動団体・行政がそれぞ
れの特性を生かして一体として計画的に事業や活動が展開していくことを目指します。  

地域福祉の事業活動や事業運営が安定して計画的に進むように、市社会福祉協議会の体制や
運営基盤の充実に取り組みます。 

誰もが自立して暮らすことができる生活の手助け 

生活のさまざまな困りごとを相談できる体制 

知りたい福祉情報を正しくわかりやすく伝える工夫 

命と生活の安全を守る地域の助けあい活動 

災害があった時の生活支援の仕組みづくり 

防犯・防災など安全な暮らしと生活環境を地域で守る 

地域の生活や福祉の課題などを解決する協力体制づくり 

地 域 の つ な が り で 暮 ら し を 支 え あ う 活動 

活 動 や 交 流 の た め の 場 所 づ く り 

地域を学び交流や相互理解が深まる豊かな地域社会 

地域福祉ボランティア活動ができる人材の養成と育成 

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に つ な が る 情 報 案 内 

地域福祉のボランティア活動団体・グループ活動の発展 

ボランティア活動の総合的な体制や機能づくり 

専門技術を持って支援や地域活動ができる人材を育てる 

次世代に向けた福祉意識を学ぶ取り組み 

生活の中での福祉の意識や理解を高める 

福祉の関係者が互いに協力しあえる地域活動 

地 域 福 祉 を 安 定 し て 運 営 す る 体 制 
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